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三重事業所の OB会の皆様に支えられて         三重地方幹事 渡邊佐智男 

 

私が所属している車椅子レクダンス普及会亀山支部は、 

高齢者や障がいのある人たちが健常者と同じように楽しめる、社会環境を実現するために

活動しています。 

最近、新聞に、その活動実績と今後の活動について、紹介されました。 

４年前に、三重事業所の OB会の皆様に支援をいただきながら 

亀山市で「バリアフリーの街をめざそう」をスローガンに掲げ、全国大会を開催させてい

ただきました。参加者は、約８００人（車椅子利用者は５５人）、全国から、海外（韓国）

から、亀山市に集っていただきました。３日目は、海外から参加の車椅子利用者１６人も

一緒に、地元の大学生８０人の協力をいただき、伊勢神宮参拝が実現出来ました。記念す

べき楽しい３日間の交流でした。セントレア空港まで見送り、再会の約束をしての感動の

別れのシーンが記憶に残ります。 

その後、「心のバリアフリーの街」をめざして、継続して活動を行っております。 

その間に開催いたしました、大きなイベントは、亀山市文化会館全館を貸し切っての、 

１．地元高校生と合同開催の「亀山市・心のバリアフリー都市宣言」。 

２．高齢者、障がい者と一緒に「世界一長いようかん作り」にトライし、見事に達成。 

３．「くまモン」も参加していただきながら、障害者に、司会・進行、受付、接待、出演の

運営をしていただき、自立支援イベントを開催。古河電工三重事業所、労働組合、そ

の他２０社の企業様、福祉施設様に参加していただきました。 

今後も各種のイベントを通じて、心のバリアフリー向上を目指し、三重事業所 OB 会の皆

様のお力をいただきながら、活動して行きたいと考えております。 

                          各々の実行委員長 渡邊佐智男 


